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項目内容 表出面 理解面 非言語的行動
次の話題への移行のスムーズさ .74 .32 -.17
情報の引き出し方 .73 .26 -.04
話し方（言葉遣い、口調、敬語） .62 -.59 .05
対象者の発話の聴き取り .40 .72 -.19
発話速度、声量等 .63 -.12 .71












の総合的な会話遂行能力 0.190 0.154 0.312
＊ 0.224＊
 ＊: p < .05
言語聴覚療法学専攻学生の臨床場面における会話能力評定尺度作成の試み 37
会話能力の問題点を早期に抽出することが可能と考え
られた。
今回の評価尺度を用いた検討から、会話の遂行に問
題のある言語聴覚士養成課程在学中の学生において、
言語障害のある対象者の発話内容を聴き取ることの難
しさが明らかになった。構音障害や錯語を伴う発話を
聴いて発話内容を理解するには、経験だけでなく一般
常識や様々な社会的知識も必要とされる。経験と教養
という両側面の不足が会話の難しさに影響しているの
ではないかと考えられた。また、発話速度の速さや声
量の小ささといった行動面での不適切さについては、
同年代以外の他者とのかかわりが少ないことや、他者
を意識して話すという経験の少なさなどが背景にある
のではないかと推測された。
今回はカテゴリカル回帰分析において、「表出面」は
学生の会話遂行能力を有意に予測する因子として抽出
されなかった。奈良5）は、看護学生を対象にコミュニ
ケーション技能の問題点を検討し、主たる問題は話題
の提供や展開であったと報告している。今回の結果は
これとは異なるものだが、適切な話題を提供したり、
話題を展開したりするためには、その前提として相手
の発話内容を適切に理解するという、聴き手としての
スキルが備わっている必要があるのではないかと考え
られ、今回対象とした参加者は会話のスキルにおいて
より低い水準にあるという可能性も考えられた。
５．今後について
今後は、会話能力を構成する３因子（表出面、理解
面および非言語的行動）に焦点を当てた指導教材の作
成や、指導教材の使用が学生の会話能力に及ぼす影響
について検討を行う予定である。
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